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当報告書に関するお問合わせ先： 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社 

お問合わせ窓口 

電話番号：03-5219-5947 

 

〒100－6536 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 

関東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク

傘下の資産運用会社です。 

 

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｆｒａｎｋｌｉｎｔｅｍｐｌｅｔｏｎ.ｃｏ.ｊｐ 
 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2021年10月15日～2031年９月12日 

運 用 方 針 

主に「ブランディワイン・グローバル・オポ

チュニスティック株式・マザーファンド」受

益証券への投資を通じて、主として日本を含

む世界各国の金融商品取引所に上場してい

る株式及び不動産投資信託を含む投資信託

証券に投資することにより、信託財産の長期

的な成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

「ブランディワイン・グロー

バル・オポチュニスティック

株式・マザーファンド」受益証

券を主要投資対象とします。 

ブランディワイン・ 

グ ロ ー バ ル ・ 

オポチュニスティック 

株式・マザーファンド 

日本を含む世界各国の金融

商品取引所に上場している

株式及び不動産投資信託を

含む投資信託証券を主要投

資対象とします。 

組 入 制 限 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設

けません。 

分 配 方 針 

決算時（毎年９月15日、休業日の場合は翌営

業日）に、基準価額水準等を勘案して収益の

分配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 

 

第１期 決算日 2022年９月15日 

 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「ブランディワイン・グローバル株式ファンド（Ｓ

ＭＡ専用）」は、2022年９月15日に第１期の決算を行い

ましたので、期中の運用状況と収益分配金をご報告申

し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

2021年10月15日 10,000 － － 10,000 － － － － 1 

１期(2022年９月15日) 10,732 0 7.3 10,714 7.1 96.7 － － 348 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） ベンチマークはMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、円換算ベース）。 

（注） MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックスとは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を含む世界の主要先進国・新興国の株

式で構成されています。MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、円換算ベース）は、MSCIオール・カ

ントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、ドルベース）をもとに、委託会社が独自に円換算したものです。MSCIオール・

カントリー・ワールド・インデックスに対する著作権およびその他知的財産権は、全てMSCI Inc.に帰属します。MSCIでは、かかるデー

タに基づく投資による損失に一切責任を負いません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年10月15日 10,000 － 10,000 － － － － 

10月末 10,143 1.4 10,262 2.6 86.8 － 8.0 

11月末 9,773 △2.3 10,161 1.6 86.5 － 8.0 

12月末 10,290 2.9 10,536 5.4 94.2 － 2.5 

2022年１月末 10,121 1.2 9,864 △1.4 96.1 － 1.9 

２月末 9,924 △0.8 9,792 △2.1 94.8 － 1.5 

３月末 10,634 6.3 10,731 7.3 95.6 － 1.3 

４月末 10,380 3.8 10,258 2.6 96.5 － 1.3 

５月末 10,669 6.7 10,280 2.8 95.4 － － 

６月末 10,398 4.0 10,085 0.9 97.5 － － 

７月末 10,414 4.1 10,388 3.9 96.7 － － 

８月末 10,455 4.6 10,485 4.8 96.7 － － 

(期  末)        

2022年９月15日 10,732 7.3 10,714 7.1 96.7 － － 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） ベンチマークはMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、円換算ベース）。 
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○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2021年10月15日～2022年９月15日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） ベンチマークは、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、円換算ベース）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）は、プラスとなりました。 

株式要因はマイナスとなりましたが、為替要因はプラスとなりました。 
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 投資環境 (2021年10月15日～2022年９月15日)
 

当期の米国株式相場は、下落しました。 

期の前半は、新型コロナウイルスの新たな

変異株（オミクロン株）に対する警戒感など

から株価が下落する場面も見られましたが、

米国企業による好調な決算発表などを背景

に上昇しました。しかしその後、米連邦準備

制度理事会（FRB）が金融政策の正常化を前

倒しで進めるとの見方が強まったことなど

から株価は弱含みました。 

期の半ばは、ウクライナ情勢の緊迫化を受

けて、株価は下落しました。情勢が好転する

期待感から株価が反発する局面も見られま

したが、FRBの金融引き締めが景気後退を招くとの警戒感から、売り圧力が強まりました。 

期の後半は、FRBの利上げペース加速に対する過度の警戒感が和らぎ、利上げペースの鈍化が意

識されたことから、株価は上昇しました。しかし、利上げ観測が根強い中、金融引き締めの長期化

による米国景気の悪化が次第に懸念されたことから、株価は再び下落しました。 

 

当期のドイツ株式相場は、下落しました。 

期の前半は、コロナ禍からの景気回復期

待などを背景に株価は上昇しましたが、新

型コロナウイルスのオミクロン株が確認さ

れ、景気回復が遅れるとの懸念が広がると、

株価は上値の重い展開となりました。その

後、オミクロン株への過度な警戒感は和ら

いだものの、米国の金融政策の正常化が前

倒しされるとの観測から米国市場が軟調と

なったことで株価は下落しました。 

期の半ばは、欧州中央銀行（ECB）による

2022年の年内の利上げ開始観測が浮上した

ことや、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて欧州経済への影響が懸念されたことから、株価は大

きく下落しました。その後もロシア・ウクライナ紛争の長期化や、中国での新型コロナウイルスの

感染拡大が嫌気され、株価は一段と下落しました。 

期の後半は、ECBによる金融政策の正常化が欧州景気の減速につながるとの懸念が次第に意識さ

れたことなどから株価は低迷しました。世界的なインフレ圧力の強さが意識されたことや、天然ガ

ス価格の高騰を背景にユーロ圏景気の悪化が改めて懸念されたことなども株価の下落につながり

ました。   
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当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安

となりました。 

期の前半は、FRBによるテーパリング（量的

緩和の縮小）の2021年の年内開始と利上げ開

始時期の前倒し観測などを受けて米国国債

利回りが上昇し、日米金利差が拡大したこと

から、米ドル買い・円売りが強まりました。

新型コロナウイルスのオミクロン株が確認

され、米国国債利回りが低下すると、米ドル

は対円で軟調となりましたが、オミクロン株

に対する過度の警戒感が後退すると底堅い

動きとなりました。 

期の半ばは、ウクライナ情勢の緊迫化から米ドル売り・円買いが強まる場面もみられましたが、

FRBによる今後の利上げ加速の可能性が意識される一方、日本では日銀が大規模な金融緩和策を維

持したことなどから、米ドル高・円安が進みました。 

期の後半は、引き続きFRBが利上げを進める中で、改めて日米の金融政策の違いが意識されたこ

となどから、米ドル高・円安が続きました。パウエルFRB議長が、講演でインフレ抑制を 優先で

進める姿勢を示したことも、米ドル高・円安が加速する要因となりました。 

 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安

となりました。 

期の前半は、原油高などを背景にインフレ

圧力の高まりが意識され、ドイツの国債利回

りが上昇したことなどから、ユーロ買い・円

売りが一時優勢となりました。しかしその後

は、新型コロナウイルスのオミクロン株が確

認され、リスク回避姿勢が意識されたことな

どから、ユーロ売り・円買いが強まりました。

FRBによる金融引き締めの前倒し観測が根強

い中、ユーロは対米ドルで下落するととも

に、円に対しても軟調となりました。 

期の半ばは、ウクライナ情勢の緊迫化からユーロ売り・円買いが優勢となる局面もみられました

が、停戦交渉に対する期待や、ECBが金融政策の正常化を加速するとの観測のもと日本と欧州の金

利差の拡大が意識されたことなどから、ユーロは対円で堅調となりました。 

期の後半は、天然ガス価格の高騰などが欧州景気を冷やすとの懸念からユーロ売りが優勢となる

場面もみられました。しかし、ECBがFRB同様、インフレ抑制に向けて積極的な金融政策を進める中

で、日本との金融政策の違いが意識され、ユーロ高・円安が進行しました。 
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 当ファンドのポートフォリオ (2021年10月15日～2022年９月15日)
 

当ファンドは、主に「ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファ

ンド」受益証券への投資を通じて、主に日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場している株式

に投資を行うことにより、信託財産の長期的成長を目指して運用に努めてまいりました。当ファン

ドの運用においては、マクロ分析に基づくトップダウンの投資判断と、ボトムアップの個別銘柄分

析に基づく銘柄選択を合わせて、本源的価値に比べて割安と判断される銘柄を厳選し、ポートフォ

リオの構築を行いました。MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引き後配当込み、

円換算ベース）をベンチマークとし、これを中長期的に上回る投資成果を目指しました。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 (2021年10月15日～2022年９月15日)
 

当ファンドのパフォーマンスはベン

チマーク並みとなりました。米国株式

が堅調となる局面で米国株式をアン

ダーウェイトとしたことや、英国株式

の銘柄選択等は相対パフォーマンスに

マイナス寄与しました。一方、期の中

旬に割高感があると考える情報技術セ

クターをアンダーウェイトとしたこと

や、新興国市場が堅調となる局面で、

投資妙味があると考えたインドネシア

やメキシコの銘柄は相対パフォーマン

スにプラス寄与しました。 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引

き後配当込み、円換算ベース）です。 
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 分配金 (2021年10月15日～2022年９月15日)
 

分配金につきましては、基準価額動向や保有株式等の配当収入等を勘案し、以下の通りとさせて

いただきました。なお、収益分配に充当しなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用

の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2021年10月15日～ 
2022年９月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 731  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、主に「ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファ

ンド」受益証券への投資を通じて、主に日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場している株式

および不動産投資信託を含む投資信託証券に投資を行うことにより、信託財産の長期的成長を目指

してまいります。当ファンドの運用においては、マクロ分析に基づくトップダウンの投資判断と、

ボトムアップの個別銘柄分析に基づく銘柄選択を合わせて、本源的価値に比べて割安と判断される

銘柄を厳選し、ポートフォリオの構築を行います。MSCIオール・カントリー・ワールド・インデッ

クス（税引き後配当込み、円換算ベース）をベンチマークとし、これを中長期的に上回る投資成果

を目指してまいります（ただし、この目標の達成を約束するものではありません）。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 78  0.759  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 63)  (0.608)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 13)  (0.122)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.030)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 13   0.130   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 13)  (0.123)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 7   0.071   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.071)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 11   0.109   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.060)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.035)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） (  1)  (0.010)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.003)  配当金に伴う税支払い 

 合 計 109   1.069    

期中の平均基準価額は、10,291円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.94％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンド 441,834 462,872 124,393 133,286 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

 

項 目 
当 期 

ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 24,511,744千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 13,275,960千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.85   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

設定時 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

当期末残高 
（元本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － 1 － 当初設定時における取得とその処分 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2022年９月15日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンド 317,440 350,232 
 

（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年９月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンド 350,232 99.2 

コール・ローン等、その他 2,671 0.8 

投資信託財産総額 352,903 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（14,573,253千

円）の投資信託財産総額（16,144,100千円）に対する比率は90.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、９月15日における邦貨換算レー

トは、1米ドル=143.34円、1カナダドル=108.85円、1メキシコペソ=7.1796円、1ブラジルレアル=27.715円、1ユーロ=142.97円、1イギリ

スポンド=165.29円、1スイスフラン=148.86円、1スウェーデンクローナ=13.39円、1ノルウェークローネ=14.21円、1ポーランドズロチ

=30.3118円、100韓国ウォン=10.29円、1南アフリカランド=8.19円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 352,903,873   

 ブランディワイン・グローバル・オポチュニスティック株式・マザーファンド(評価額) 350,232,049   

 未収入金 2,671,824   

(B) 負債 4,058,809   

 未払解約金 2,671,824   

 未払信託報酬 1,307,827   

 その他未払費用 79,158   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 348,845,064   

 元本 325,055,312   

 次期繰越損益金 23,789,752   

(D) 受益権総口数 325,055,312口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,732円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 

当初設定元本額 1,000,000円

期中追加設定元本額 449,882,330円

期中一部解約元本額 125,827,018円
 

○損益の状況 (2021年10月15日～2022年９月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 18,225,197   

 売買益 21,125,930   

 売買損 △ 2,900,733   

(B) 信託報酬等 △ 3,080,197   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 15,145,000   

(D) 追加信託差損益金 8,644,752   

 (売買損益相当額) (   8,644,752)  

(E) 計(Ｃ＋Ｄ) 23,789,752   

(F) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｅ＋Ｆ) 23,789,752   

 追加信託差損益金 8,644,752   

 (配当等相当額) (     499,408)  

 (売買損益相当額) (   8,145,344)  

 分配準備積立金 15,145,000   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託する

ために要する費用として、委託者報酬のうち販売会社へ支払う

手数料を除いた額の100分の96相当額を支払っております。 
 
＜分配金の計算過程＞ 

決     算     期 当     期 
(A）配 当 等 収 益(費用控除後) 5,893,860円 
(B）有 価 証 券 売 買 等 損 益 

(費用控除後、繰越欠損金補填後) 
9,251,140 

(C）収 益 調 整 金 8,644,752 
(D）分 配 準 備 積 立 金 0 
分 配 対 象 収 益 額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 23,789,752 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 対 象 額) (       731) 
収 益 分 配 金 0 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 金) (         0) 
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